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② 生徒の進路実現を目指した指導力・授業力の向上。 

 

 

【教務課】 

・ 授業研究部会にて授業力向上について協議 

 部会 4 回実施（4 月１５日、５月２５日、６月９日、

９月２４日） 

メンバー： 教務課長、各教科主任 

協議内容：目標・共通テーマの設定、年間指導計画、

公開・研究授業 

小会議 3回実施 

・授業見学の実施 

第 1回授業見学期間 6月 22日～30日 

第２回授業見学期間 11月 2日～13日 

・年間指導計画の整備 

 9教科中 5教科整備済み 

・4月から 8月までに授業見学を実施した回数 

4 回以上 ９名(21%)、3 回 ５名(12%)、2 回 ５名

(12%)、1回 15名(34%)、0回 ９名(21%)  

・主な意見 

○見学期間を設けたことは，授業見学のきっかけとし

て機能している。 

○日頃から授業のノウハウを交換するように心がけて

いる。 

 

【進路課】 

・校外での授業見学 

 他の高校９名･･･新見、岡山一宮、倉敷古城池、津

山、笠岡商業、清心女子、林野 

 予 備 校11 名･･･河合塾福岡校、駿台大阪校と京都

校、代々木セミ東京校 

・ 校内実力考査の得点率と進路との関係を検証す

る。 

・ 国公立推薦・ＡＯ入試へ向けた受験指導を強化 

 

【総務企画課】 

・授業アンケートを 11 月中旬に実施した。授業アン

ケートの活用の工夫は、教員個人へ教科平均と個人

評価をグラフで示し、各教員の自己目標シートへの

改善の成果を記すことを提案した。 

 

【教務課】生徒授業ｱﾝｹｰﾄ H20；1237件 H21；1198件  
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生徒ｱﾝｹｰﾄ H20；561名 H21；519名       【進路課】 
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国公立推薦・ＡＯの合格者数
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平均学習時間の推移
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学習実態調査３時間以上の割合
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  ≪校外模試結果は削除≫ 

   

【家政科】ホームプロジェクト県大会へ出場し、優秀賞を獲得する。 

【具体的な取組の方向】 

･授業力向上のための研究と授

業見学を実施する。 

･年間指導計画とシラバスの整

備と活用を図る。 

B(教務課) 

･教科指導研修計画への参加を

する。      

･実力考査の作問や研究体制の

充実を図る。 

  A（進路課） 

･授業アンケートの活用の工夫

を提案する。 

B（総務企画課） 

･豊かに表現する力を身に付け

させる。 

B（国語科） 

･小テストの実施方法や指導法

の工夫。  B（地歴公民科） 

･課題の工夫と家庭学習の確

保。     B（数学科） 

･提出物の徹底。  B（理科） 

･1年次基礎体力、2･3年次選択

授業新種目充実 

       A（保健体育科） 

･新しい教材開発、自己表現で

自信を    B（芸術科） 

･上位層の英作文力の伸長。 

B（英語科） 

･指導計画の共有。 

･ホームプロジェクトを県大会

へ。     B（家庭科） 

 


